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解決を図ろうとする
地域課題の現状

地域課題の解決に
関する取組事項

シニア人材に
期待する役割

担当者（所属・氏名） (氏名）

担当者メールアドレス

１　シニア人材を必要とする背景

市町村コード

市町村長名

担当課長（所属・氏名） (氏名）

「シニア地域づくり人」に関する調査研究事業 応募様式
★「記載要領」を参照して記入ください（別ワークシート）

都道府県 H22国調人口（人）

市町村名　 財政力指数(22～24平均）

平成22年度～平成24年度
の３カ年

＜記載上の留意点＞

◆地域課題を解決するために、現在行っている取組状況について、具体的に記載してい
ください。（シニア人材の活用をイメージしたものに限定するものではありません。現在実
際に行っている活動を記載してください。）

＜記載上の留意点＞

◆シニア人材を希望する理由（○○のスキルを活用したい、△△の人脈・つながりを活
用したい等）を含めて記載してください。



平成25年度に
目指す成果・目標

平成25年度の
事業内容

２　シニア人材を活用して展開する具体的内容　 (活用計画）

事業名

派遣元企業

事業の目的・目標

＜記載上の留意点＞

　　◆この事業で何をどうしたいのかと目指す姿を具体に記載してください。
　　　できるだけ指標化して、現状値と目標値を示してください。

＜採択にあたって優先されるポイント＞
　
　　◆シニア人材の専門的なスキルを効果的に活かせられるものが望ましい。
　　◆住民、地域団体、行政等の幅広い横断的な取組を目指すものが望ましい。

＜記載上の留意点＞

　　◆事業の目的達成に向けて、平成25年度で目指すところを記載してください。
　　　（何をどこまで取り組むのか）

　　◆目標は、できるだけ指標化して、現状値と目標値も示してください。

＜記載上の留意点＞

　◆現段階で想定する取組概要を記載してください。
　◆年間スケジュール表や事業計画等がある場合は、別途添付してください。
　◆いつ頃・何をするか、わかりやすく記載してください。

＜採択に当たってのポイント＞
　
　◆内容について、独自性、独創性、先進性を有していること。

＜記載上の留意点＞

　　◆企業との事前調整のうえ記入すること。



予算措置の
有無

平成26年度以降の
展開予定

庁内の実施体制

平成25年度
概算事業費

（千円）

本事業の概算事業費 
補助金等の活用予定がある場合の名称と金額

クリック選択

外部（域外）人材
（※）の定住促進施
策に関する取組状
況

※地域おこし協力
隊、移住者、二地域
居住者等

＜採択に当たってのポイント＞

　◆本事業に対して全庁的に支援・推進できる体制を構築すること。

＜記載上の留意点＞

 ◆「予算措置の有無」は、シニア人材を活用して取り組む事業に関して、既に
　　予算措置があれば「有」を選択してください。

＜記載上の留意点＞

　◆シニア人材を活用して取り組む事業に関して、国県等の補助金や交付金を活用する
　　予定があれば、その名称と金額を記載してください。
　◆一般財源で当該事業に関する予算措置があれば、その額を記載してくださ
     い。

＜記載上の留意点＞

  ◆定住に向けた取組を実施されている場合は記載してください。
　◆定住自立圏に取り組まれている場合は、その取組状況を記載してください。
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